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白神山地ブナ林における蒸発散量の季節変化特性
＊
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　1　 は じめに

　落葉広葉樹で あるブナは，比較的冷涼で湿潤な環境

を好 み 積雪 に 強 い た め ，日本 に お い て は 日 本海側に 広

く分布 して い る．山地 の 森林は水源涵養の 役割を期待

され て い るが，特に ブナはリタ
ー

（落葉 ・落枝）が多い

ため，その 能力は高 い もの と期待 され る．白神山地の

中心部に は特 に原生的なブナ林が多 く残 っ て い る ため ，

世界 自然遺産に 登録 さ れ て い る が，今後温暖化が 続 く

と白神山地 の ブナ林が消滅す る 可能性 もある （田 中ほ

か ，2006）．そ こ で ，
こ の ブナ林に おける水 ・炭素循環

の特徴と環境変化に よっ て受ける影響をモ ニ タ
ーする

ため ， 微気象観測タ ワーを設置し，2008年 8月より総
合気象 ・乱流観測を継続 して い る．こ こ で は，観測 に

よ りこれ まで分か っ て き た蒸発散量の特徴を紹介する．

　2　観測 ・ 解析方法
　蒸発散量 は，樹冠上 で測定さ れ た乱流データを使用

し渦相関法に より求めた．一方で，現地 の 気象デー
タを

使い FAO 　Penman．Monteith基準蒸発散量 Ep （Allen
et 　 al．，1998）も日単位 で 求めた．　 Ep は 湿潤な草地を想

定した基準蒸発散量で，実蒸発散量 E と比べ るこ とで

水分 ス ト レス や蒸散量 の大 小 を判断す る こ とが 可能 と

な る．渦相関法の デ
ー

タは 品質チェ ッ クを行い ，良質と

判断さ れ た 日 の蒸発散量 E と Ep との 関係を 月ご と

（展葉期の 5 月 の み上
・中 ・

下旬に 区分）に求め，不良

データの場合は Ep よ り蒸発散量 E の推定を行 っ た．
こ れ らの 値 と降水量 Pr に つ い て 月 積算値 と年間積算

値を求め，白神の気候の特徴や蒸発散量 の季節変化な

どに つ い て 考察を行 っ た．

3　 結果 。 考察

　図 1 に気温 Ta，降水量 Pr と蒸発散量 E ，　Ep の 季節

変化を示す．蒸発散量 E の ピーク は梅雨が 明 け後気温

の 高 い 8 月で ，いずれ の 年も 100m 皿 を超えた．　 E の

絶対値だけでな く，基準蒸発散量 に対する比 EIEp は

消雪期か ら展葉期 で あ る 4
，
5 月 を 除き 大 き く，8

，
9 月

に最大であ っ た．こ れは無雪期 の 降水量が多く （2009
年 4 月

〜10 月： 1
，
845 皿 m ！yr），積雪期間 もお よ そ 5ケ

月以上に 及び，湿潤な環境が保たれて い るためと思わ

れる （石田
・
伊藤 ，

2010）．蒸発散量 E の 年積算値は

586m 皿 （2009 年）と低温な環境 （2009，2010 年 の平均気

温 8．5℃）の 割 に大きな値だが，年間降水量 （推定値 ： 約

3
，
000mm ）に 対す る 比 は約 20％と 小 さ か っ た．こ の こ

とも，白神サイ トの 冬期における低温 で 積雪が多 い 環

境を反映して い る と考 え られ る，

　参考まで，図 2 に気温と炭素収支各項 （純生態系生産
量； NEP ＝GPP （総

一
次生産量）

− RE （生態系呼吸量））
の 季節変化を示す （庄司 ほか

，
2012）．放出 （RE ）の ピー

クは気温の高い 8 月で あ る
一
方，吸収 （GPP ）の ピーク

は 7，8 月 で あ り 6月 も大 きい ．5月に ブナ は 開葉 ・展

葉し，6 月 に な る と葉が出揃うた め，6〜8 月の期間は

光合成活動が活発 で蒸散が盛ん で あ る こ と を裏付け て

い る，
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図 1： 白神山地ブナ林における気温、 降水量 、 蒸発散量 の季

節変 化．　 × 1
＊ ／ そ れぞ れ降水 量、蒸 発散 量の 欠測．
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図 2： 白神山地 ブナ 林に おける炭素収支の 季節変化，
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